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１ 位置と環境 

福原２・３号遺跡は，西条盆地の北部，龍王山（標高 575ｍ）から南西方向に延びる低

丘陵の先端部に立地しています。調査前は水田・宅地で，遺跡から西側には黒瀬川が南東

に向かって流れています。本遺跡の標高は 228～233ｍで，黒瀬川周辺の水田とは５～８

ｍの比高差があります。 
遺跡が位置する西条町寺家地区では，湯谷迫遺跡（弥生時代・中世，集落跡），円能寺跡

（中世，寺院跡）など，多くの遺跡が確認されています。 
本遺跡から谷を挟んだ東の低丘陵には平成 20 年に発掘調査が行われた横田１号遺跡（弥

生時代～古墳時代，集落跡）があり，竪穴住居跡・掘立柱建物跡が確認されています。遺

物は土器以外に，再加工された細形銅剣の破片・ガラス製の管玉・小玉が出土しています。 
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第１図 周辺遺跡分布図（１：25，000） 



２ 調査の概要 

発掘調査は福原２号遺跡（3,600 ㎡）の調査を現在まで行っており，福原３号遺跡（1,200
㎡）の調査を終了しました。 

福原２号遺跡と３号遺跡との間には，東広島市教育委員会の試掘調査によって小さな谷

（旧地形）が確認されており，この谷を挟んで東側が２号遺跡，西側が３号遺跡です。 
福原２号遺跡 調査の結果，掘立柱建物跡２棟・埋甕 13 基・埋桶７基・土坑 15 基・溝

状遺構 26 条・性格不明の落ち込み９を確認し，古墳時代と中・近世を中心にした集落遺

跡であることが分かりました。調査区は旧水田の高低差により上・中・下の３段に分かれ，

調査区の南東部にあたる上段から，古墳時代前半頃と考えられる掘立柱建物跡（ＳＢ１）

と柱並びが不明瞭な柱穴を確認しています。ＳＢ１の規模は３間×２間以上の総柱構造の

建物で，調査区外の北東方向に柱穴が延びていると考えられます。 
中段は掘立柱建物跡（ＳＢ１）が立地している尾根の南側と西側を削り，削った土で整

地を行っています。土坑や柱穴などを確認した面が３面あります。最も新しい第１面は調

査区の北東側で溝（ＳＤ１・２）や柱穴群，東側で埋桶や埋甕が見つかっています。ＳＸ

５は焼土と炭化物の広がりが顕著にみられた地点で，焼土と炭化物を除去すると浅い土

坑・柱穴と溝状遺構を確認しています。第 2 面は第１面の下層から，幅約 14ｍ，長さ約

20ｍ，深さ約 0.5ｍの範囲で溝（ＳＤ３～７）と柱穴を確認しています。溝状遺構の性格

は不明で，現在検討中です。第３面は調査区西側で，第１面の整地土を除去した後に遺構

を確認しました。主な遺構は柱穴などを含む小土坑で，遺構の埋土がＳＢ１と同じものが

あり，古墳時代前半頃の遺構も含まれていると考えられます。 
下段は東広島市教育委員会の試掘調査で溝状遺構が１条確認されている地点です。溝状

遺構以外には明確な遺構は無く，また，下層の遺構確認のため，トレンチを５本設定して

掘り下げを行いましたが遺構は確認できませんでした。Ｎｏ１からＮｏ４のトレンチの西

側は，福原３号遺跡１区－２区で確認した東側の谷地形に対応する傾斜が確認できました。 
                    埋桶と埋甕群 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
         ＳＢ１掘り下げ作業 

 

 



福原３号遺跡 調査区の西側（２区）は低丘陵尾根の平坦面，東側は浅谷に向かって下

る緩やかな斜面となっています。西側の平坦面から，掘立柱建物跡 1 棟，土坑９基，溝状

遺構４条，性格不明の遺構２，柱穴群を確認しました。主に中世の遺構であり，古墳時代

の遺構（SD４）や近世の遺構（SD２・SX１）も含まれています。 
 掘立柱建物跡（SB１）の規模は１間（1.7ｍ）×１間（3.4ｍ）です。柱穴の径は 31～
47 ㎝，深さは 27～43 ㎝です。この内，３個の柱穴の埋土から，土師質土器片が出土して

います。柱穴の形状などから，柱材の径は 10～15 ㎝程度であったと考えられます。 
 土坑（SK１）の規模は径 2.3 ㎝，深さ 28 ㎝で，底面は一部二段に掘られています。主

な出土遺物は土師質土器片で，他の小規模な土坑（SK２～９）の多くからも土師質土器片

が出土していますが，何れも性格は不明です。 
 中世や近世の溝状遺構（SD１～３）は，いずれも水が流れた痕跡がないことから，土地

の区画として利用されていたと思われます。比較的大きな溝状遺構（SD３）の埋土からは

土師質土器片が出土しています。ＳＤ３と並んでいる性格不明の遺構（SX２）は，ＳＤ３

と出土遺物や土質，平坦な底面の形状など類似する点が多く，同時期に使用されていた可

能性が考えられます。古墳時代の溝状遺構（SD４）は，調査区東半で確認した遺物包含層

を掘り込んでおり，土師器片や須恵器片のほか，弥生土器片や加工痕のある木片も出土し

ています。遺物包含層からは，縄文時代から近世の土器片（縄文土器，弥生土器，土師器，

土師質土器，須恵器，陶磁器），縄文時代や弥生時代前期の石鏃，加工痕のある木片などが

出土しています。 
 
                    調査区全景（北東から） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

包含層の調査風景 

 
 

 

 





 

 



３ まとめ 
今回の調査によって，福原２・３号遺跡は中・近世を中心にした集落遺跡であることが

わかりました。福原２号遺跡の埋桶や埋甕は２列に並んだ状態であることから，一般的な

集落ではなく，何らかの製造か貯水用として使用されていた可能性が考えらます。また，

長方形の平坦面の中の溝については，今後，類例の調査や詳細な検討によって性格を考え

ていく予定です。福原３号遺跡の包含層からは縄文時代から近世の土器片が出土しており，

この地で長く続いた人々の営みを感じることができます。遺物は弥生時代中期の土器も多

く，近くに集落が存在している可能性が高く，遺物の中には「分銅形土製品」も３片含ま

れています。また，瓦器の椀片は畿内で製作された可能性が考えられ，畿内との関係が窺

うことができます。 
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